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は
じ
め
に

　

今
回
紹
介
す
る
『
道
神
足
無
極
変
化
経　

巻
第
四
』
一
帖
は
、
学
校
法
人
北
海
学
園
の
『
北
駕
文
庫
』
が
所
蔵
す
る
、

十
二
世
紀
後
半
に
南
宋
の
中
国
で
印
刷
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
開
元
寺
版
」
と
さ
れ
る
宋
版
一
切
経
の
一
部
で
あ
る
。
筆

者
は
以
前
、大
正
三
年
刊
行
の
北
駕
文
庫
の
蔵
書
目
録「　
　

北
駕
文
庫
蔵
書
畧
目
録（
第
一
巻
）」に「
宋
版
一
切
経
ノ
内
」

と
あ
る
の
を
見
つ
け
、原
本
調
査
し
概
略
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る（
１
）。
し
か
し
な
が
ら
、論
文
で
は
多
く
の『
北
駕
文
庫
』

の
蔵
書
（
宗
教
書
）
を
紹
介
す
る
中
で
の
一
部
分
で
あ
っ
た
た
め
、
簡
略
に
過
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
、
所
蔵
す
る
学
校
法
人
北
海
学
園
や
『
北
駕
文
庫
』
資
料
室
、
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
の
ご
協
力

を
得
て
、
あ
ら
た
め
て
原
本
調
査
す
る
機
会
を
得
、
さ
ら
に
は
原
本
の
撮
影
と
影
印
な
ら
び
に
解
題
の
許
可
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
画
像
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
現
段
階
で
の
調
査
の
範
囲
で
書
誌
情
報
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

北
駕
文
庫
蔵『
道
神
足
無
極
変
化
経
　
巻
第
四
』

　
　
―
影
印
お
よ
び
解
題
―

徳
永
　

良
次

◉
資
料
紹
介

行
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一
　
書
誌

　

道
神
足
無
極
変
化
経　

巻
第
四　
　

一
帖

　

１　

刊
行
年　

中
国
宋
時
代
靖
康
元
（
１
１
２
６
）
年
刊

　

２　

装
丁　

折
本
装

　

３　

表
紙　

後
補
表
紙
、
格
子
刷
毛
目
渋
引
金
切
箔
散
し
、
縦
28
．　３
㎝　

横
10
．　９
㎝

　

４　

紙
数　

全
十
紙
、
二
十
九
折
、
墨
界
線
（
天
地
横
界
）
界
高
約
22
．　４
㎝

　

５　

題
・
印
造
印

　
　
　
　
　
　

外
題　

ナ
シ　

登
録
シ
ー
ル　
「
宗
教
／
３６５
」　

欄
外
「
北
駕
文
庫
」

　
　
　
　
　
　

内
題　

道
神
足
無
極
変
化
経
巻
第
四　

被

　
　
　
　
　
　

尾
題　

道
神
足
無
極
変
化
経
巻
第
四　

被

　
　
　
　
　
　

印
造
印
「　

張　

元
印
造
」

　

６　

本
文　

一
紙
あ
た
り
半
面
六
行
、
一
行
十
七
字
、
全
三
十
六
行
、
三
折

　

７　

書
入　

ナ
シ
、
但
し
第
十
紙
裏
に
墨
書
「
二
」
と
あ
り

　

８　

印
記

　
　
　
　
　
　

第
一
紙
界
線
上
部
「
北
駕
／
文
庫
」
単
廓
朱
方
印

　
　
　
　
　
　

第
一
紙
裏　
　
　　
「
北
駕
／
文
庫
」
単
廓
朱
方
印
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同　
　
　
　
　
「
明
治
卌
四
年
／
八
月
辱
／
臨
御
仍
建
／
文
庫
傳
光
／
栄
於
無
窮
」
単
廓
朱
方
印

　

９　

刊
記

　
　
　
　
　
　

福
州
管
内
衆
縁
就
開
元　

寺
雕
造
毗
廬
大
蔵
經
印
板
一
副
計
五
百
餘
凾
恭
為

　
　
　
　
　
　

今
上
皇
帝
祝
延
聖
壽
内
外
臣
僚
同
資
禄
位
都
曾
百
顔
徽
曽　

陶
殻
張
嗣
林
捔
芳
林
昭

　
　
　
　
　
　

劉
居
中
蔡
康
國
陳
詢
蔡
俊
臣
劉
漸
陳
靖
謝
忠
前
管
句
沙
門
本
悟
見
管
句
沙
門
僧
仟

　
　
　
　
　
　

證
會
前
住
持
本
明
見
住
持
浄
慧
大
師
法
超
當
山
三
殿
大
王
大
聖
泗
洲
時
靖
康
元
年
二
月　

日　

謹
題

　

10　

体
裁
（
法
量
、
版
心
、
刻
工
名
等
）

　
　
　
　
　
　

表
紙　

格
子
刷
毛
目
渋
引
金
切
箔
散
し
、
縦
28
．　３
㎝　

横
10
．　９
㎝

　
　
　
　
　
　
　

※　

以
下
、
縦
の
寸
法
は
各
紙
ほ
ぼ
同
一
の
た
め
省
略

　
　
　
　
　
　

第
一
紙　

横
65
．　３
㎝　
（
版
心
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
選

　
　
　
　
　
　

第
二
紙　

横
65
．　0
㎝　
（
版
心
）　

被　

神
足
四
巻　
　

二　
　

鄭
才

　
　
　
　
　
　

第
三
紙　

横
65
．　6
㎝　
（
版
心
）　

被　

神
足
四
巻　
　

三　
　

林
郷

　
　
　
　
　
　

第
四
紙　

横
65
．　４
㎝　
（
版
心
）　

被　

神
足
四
巻　
　
　
　
　

林
遠

　
　
　
　
　
　

第
五
紙　

横
65
．　４
㎝　
（
版
心
）　

被　

神
足
四
巻　
　

五　
　

林
宗

　
　
　
　
　
　

第
六
紙　

横
65
．　３
㎝　
（
版
心
）　

被　

神
足
四
巻　
　

六　
　

丁
宥

　
　
　
　
　
　

第
七
紙　

横
65
．　３
㎝　
（
版
心
）　

被　

神
足
四
巻　
　

七　
　

鄭
習

　
　
　
　
　
　

第
八
紙　

横
65
．　３
㎝　
（
版
心
）　

被　

神
足
四
巻　
　

八　
　

蔡
有

　
　
　
　
　
　

第
九
紙　

横
65
．　４
㎝　
（
版
心
）　

被　

神
足
四
巻　
　

九　
　

陳
徳
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第
十
紙　

横
21
．　９
㎝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
止
尾　

張
言

　

11　

そ
の
他

　
　

帙
（
後
補
）　

　
　
　

題
賤
「
道
神
足
無

（
マ
マ
）

変
化
経　

巻
第
四
」

　
　

帙
内
側

　
　
　

登
録
印
「
北
駕
文
庫
／
宗
教
／
３６５
」
単
廓
墨
方
印　
　

鉛
筆
書
入
レ
「
宗
２４０　
ｐ8　

宋
版
一
切
経
ノ
内
」

　

12　

書
誌
解
説

　

本
資
料
は
、
現
在
で
は
帙
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は
、
筆
者
の
知

る
限
り
、『
北
駕
文
庫
』
の
書
架
に
そ
の
ま
ま
配
架
さ
れ
て
い
た
。
状
態
は
、
十
二
世
紀
の
印
刷
本
と
し
て
は
非
常
に

良
く
、
虫
損
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
も
の
の
、
当
初
の
折
本
装
の
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
表
紙
は
原
装
か

ら
後
補
の
表
紙
に
代
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
使
わ
れ
た
表
紙
の
体
裁
か
ら
見
て
江
戸
時
代

の
い
ず
れ
か
の
時
期
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
裏
打
ち
補
修
が
少
な
く
と
も
二
回
は
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
補
修
は
元
の
裏
打
ち
紙
を
取
り
払

う
こ
と
な
く
、
そ
の
上
か
ら
補
修
し
て
い
る
。
裏
打
ち
さ
れ
た
時
期
も
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
第
一
回
補
修
に
と

ど
ま
る
虫
損
、
第
二
回
補
修
に
と
ど
ま
る
虫
損
、
そ
れ
ら
を
超
え
た
虫
損
、
と
三
段
階
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
定
し
て

江
戸
時
代
中
期
以
降
に
実
施
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

巻
末
の
第
十
紙
裏
に
墨
書
「
二
」
と
読
め
る
文
字
が
記
載
さ
れ
る
（
後
掲
影
印
巻
末
参
照
）。
こ
れ
は
現
在
で
は

裏
打
ち
紙
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
、
第
二
回
補
修
以
前
（
あ
る
い
は
同
時
期
）
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
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そ
の
「
二
」
が
何
を
意
味
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

各
紙
の
版
心
に
は
、
原
則
と
し
て
千
字
文
「
被
」
の
箱
番
号
、
略
経
名
、
紙
数
、
刻
工
名
が
刻
ま
れ
る
が
、
第
一

紙
に
は
刻
工
名
の
み
で
あ
っ
て
、
第
四
紙
は
紙
数
が
な
い
。
各
紙
長
約
65
㎝
で
共
通
す
る
が
、
第
十
紙
の
み
約
22
㎝

と
短
い
。
こ
れ
は
元
は
く
る
み
表
紙
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
を
、
現
状
は
別
の
表
紙
に
代
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
開
元
寺
版
の
一
切
経
に
は
、「
施
財
刊
記
」
と
言
わ
れ
る
開
版
事
業
に
対
す
る
費
用
の
寄
進
を
し
た
内
容
や
人
物

名
が
刻
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
二
　
解
題

　
　
　
　

二
︱
一　

北
駕
文
庫
に
つ
い
て

　

北
駕
文
庫
（
ほ
く
が
ぶ
ん
こ
）
は
、
明
治
四
十
四
年
、
当
時
の
皇
太
子
（
後
の
大
正
天
皇
）
に
よ
る
北
海
道
行
啓
を
記

念
し
て
、
北
海
中
学
校
の
校
長
浅
羽
靖
（
あ
さ
ば
し
ず
か
）
が
設
立
し
た
。
浅
羽
靖
に
よ
る
そ
の
設
立
趣
意
概
要
に
は
以

下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
（
２
）。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

當
北
駕
文
庫
ハ
明
治
四
十
四
年
八
月

皇
太
子
殿
下

　

我
私
立
北
海
中
学
校
ニ
行
啓
ノ
紀
念
ト
シ
テ
微
力
ヲ
顧
ミ
ス
創
立
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
且
ツ
北
海
道
ハ
我
帝
國
紀
元
以
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來
殆
ン
ド
三
千
年
ニ
垂
ン
ト
ス
ル
古
帝
國
北
彊
ノ
一
部
分
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
人
文
未
タ
進
マ
ス
従
ツ
テ
太
タ
國
書
ニ
乏
シ
ク

自
カ
ラ
人
民
ノ
性
情
ニ
純
厚
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
多
年
ノ
痛
恨
事
ト
ス
此
ヲ
以
テ
先
ツ
我
國
ノ
書
類
ヲ
備
フ
ル
ヲ
急
ト　

シ
現
代
ノ
科
學
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
漸
ヲ
期
セ
ン
ト
ス
但
蔵
書
ハ
火
災
豫
防
ニ
専
ラ
心
ヲ
用
ヒ
其
他
ノ
設
備
ニ
至
ツ
テ
ハ

惣
テ
質
素
節
約
ニ
従
フ

　
　

明
治
四
十
四
年
八
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
駕
文
庫
主　
　
　

浅　

羽　
　

靖

　

こ
の
よ
う
に
、
浅
羽
靖
は
図
書
の
充
実
、
特
に
「
國
書
」
を
第
一
に
収
集
す
る
こ
と
に
努
め
、
購
入
は
も
と
よ
り
自
身

所
有
の
図
書
を
始
め
、
友
人
、
知
己
に
図
書
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
た
結
果
、
文
庫
設
立
当
初
に
は
お
よ
そ
一
万
五
千
冊
に

達
し
た
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
以
前
の
木
版
本
が
今
後
入
手
困
難
に
な
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
蒐
集
に
力
を
注
い
だ
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
多
く
の
寄
贈
を
国
内
外
の
関
係
者
に
募
っ
た
結
果
、
大
正
三
年
に
印
刷
発
行
さ
れ
た
「　
　

北

駕
文
庫
蔵
書
畧
目
録　
（
第
一
巻
）」
に
は
、
約
三
万
一
千
冊
（
外
国
書
、
雑
誌
類
含
ま
ず
）
と
倍
増
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
、『
道
神
足
無
極
変
化
経
巻
第
四
』
一
帖
も
こ
の
よ
う
な
収
集
過
程
の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
北
駕
文
庫
に

収
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
現
状
で
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
一
帖
だ
け
が
『
北
駕
文
庫
』
に
も

た
ら
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
残
さ
れ
た
記
録
類
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と

で
、
本
書
の
収
蔵
過
程
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　　
　
　
　

二
︱
二　
『
道
神
足
無
極
変
化
経
』
に
つ
い
て

私立

行
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本
資
料
の
内
容
は
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』（
第
八
巻　

２
４
８
頁
）
に
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

本
経
は
、
仏
、
忉
利
天
に
於
て
そ
の
母
を
教
化
せ
ら
れ
し
こ
と
を
記
し
、
雑
阿
含
経
十
九
・
三
。
増
一
阿
含
三
六
・
五
、（
中

略
）
等
を
背
景
と
し
て
現
は
れ
た
も
の
で
、
其
等
が
母
后
を
肉
体
的
な
母
と
す
る
の
に
対
し
、
本
経
は
精
神
的
な
即
ち

般
若
波
羅
蜜
を
仏
の
生
母
と
し
、
斯
く
て
大
乗
経
観
の
立
場
に
於
け
る
菩
薩
行
と
そ
の
神
変
を
説
く
も
の
に
し
て
仏
昇

忉
利
天
為
母
説
法
経
の
異
訳
で
あ
る
。
唯
そ
れ
に
附
加
せ
ら
る
ゝ
点
は
、
月
氏
天
子
の
問
答
後
に
、
仏
が
忉
利
天
・
舎

衛
城
・
毘
舎
離
城
・
波
羅
奈
城
で
同
時
説
法
せ
ら
る
ゝ
神
変
不
思
議
に
目
連
が
奇
異
を
感
じ
、
仏
前
に
偈
を
以
て
是
れ

を
讃
ず
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。

　

本
来
は
、
宋
版
一
切
経
に
お
い
て
は
四
巻
で
右
の
よ
う
な
内
容
の
仏
典
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
北
駕

文
庫
』
に
は
最
終
巻
の
巻
四
の
一
帖
の
み
が
所
蔵
さ
れ
る
。
宋
版
一
切
経
は
「
天
地
玄
黄
」
で
始
ま
る
千
字
文
が
付
さ
れ

た
経
箱
に
収
蔵
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
本
書
の
内
題
な
ど
に
記
さ
れ
る
「
被
」
は
千
字
文
の
百
三
十
八
番
目
「
化

被
草
木
」（
傍
線
筆
者
）
の
「
被
」
に
該
当
す
る
箱
の
番
号
で
あ
る
。

　

こ
の
番
号
は
、
現
存
す
る
宋
版
一
切
経
に
お
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、
東
禅
寺
版
（
一
部
開
元
寺
版
を
含
む
）
の
醍
醐

寺
蔵
の
記
載
と
一
致
す
る
（
３
）。
つ
ま
り
、
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
の
第
百
三
十
八
函
も
や
は
り
「
被
」
函
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
『
道
神
足
無
極
変
化
経
巻
』
を
始
め
、『
仏
昇
忉
利
天
為
母
説
法
経
』
三
巻
も
収
納
さ
れ
て
お
り
、
先
の
『
仏
書
解

説
大
辞
典
』
の
解
説
通
り
、
両
者
は
関
連
あ
る
経
典
で
あ
り
、
同
一
の
経
箱
に
収
蔵
す
る
の
が
一
般
的
な
の
で
あ
ろ
う
。
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次
に
、
本
資
料
は
、
開
元
寺
版
の
宋
版
一
切
経
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
一
切
経
と
は
何
か
、
ま
た
、
宋
版
一
切
経
の
種

類
と
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
時
期
や
数
、
現
存
す
る
寺
院
と
そ
の
状
態
な
ど
、
そ
れ
に
関
連
し
た
事
項
に
つ
い
て
煩
を
厭

わ
ず
紹
介
す
る
。

　
　
　
　

二
︱
三　

一
切
経

　

一
切
経
と
は
、
経
・
律
・
論
の
仏
典
に
中
国
成
立
の
仏
典
注
釈
書
も
加
え
て
一
定
の
秩
序
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
る
（
４
）。
そ
れ
も
中
国
で
は
八
世
紀
に
『
開
元
釈
教
録
』（
一
千
七
十
六
部
、五
千
四
十
八
巻
）
が
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
さ
れ
、
後
に
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』（
一
千
二
百
五
十
八
部
、
五
千
三
百
九
十
巻
）
が
作
成
さ
れ
た
。
以
後
、
こ
れ
ら

の
目
録
に
よ
っ
て
一
切
経
が
作
成
さ
れ
、
中
国
に
限
ら
ず
、
日
本
で
も
書
写
事
業
が
行
わ
れ
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

存
の
目
録
や
一
切
経
と
呼
ば
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
経
典
の
点
数
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

（
５
）。

　
　
　
　

二
︱
四　

宋
版
一
切
経

　

当
初
、
一
切
経
は
書
写
さ
れ
て
来
た
が
、
中
国
で
は
宋
代
（
一
部
、
元
代
に
入
っ
て
も
続
く
）
に
入
り
、
都
合
五
度
の

一
切
経
の
開
版
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
宋
版
一
切
経
と
呼
ん
で
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宋
版
一
切
経
に
つ
い
て
、

特
徴
や
通
称
、
巻
数
な
ど
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
（
６
）。
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１
．
蜀
版
（
開
宝
蔵
）
９
７
２
︱
９
７
７
年	

	

六
六
二
〇
余
巻

中
国
で
は
十
世
紀
北
宋
時
代
に
皇
帝
太
宗
に
よ
り
勅
版
一
切
経
が
完
成
し
、
こ
れ
以
降
、
書
写
で
は
な
い
印
刷
に
よ
る

一
切
経
が
数
度
に
渡
っ
て
作
成
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
初
め
の
も
の
は
雕
造
さ
れ
た
土
地
の
名
を
つ
け
て「
蜀
版
一
切
経
」

と
い
う
。
こ
の
蜀
版
は
巻
子
本
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
。

２
．
東
禅
寺
版
（
崇
寧
蔵
）
１
０
８
０
︱
１
１
１
２
年	

六
一
〇
八
帖

十
一
世
紀
後
半
に
福
州
閩
県
の
東
禅
等
覚
院
で
上
梓
さ
れ
た
た
め
東
禅
等
覚
院
版
（
後
に
東
禅
寺
）
ま
た
は
「
福
州
版
」

と
も
称
さ
れ
る
。
東
禅
寺
版
以
降
は
、
折
本
装
と
な
っ
て
お
り
、
表
紙
は
紺
色
の
帙
表
紙
、
金
字
で
表
題
・
千
字
文
を

記
す
。
折
目
の
版
心
に
略
経
名
、
巻
次
、
丁
数
、
刻
工
名
が
刻
ま
れ
る
。

３
．
開
元
寺
版
（
毘
盧
蔵
）
１
１
１
２
︱
１
１
５
１
年	

六
一
三
二
帖

東
禅
寺
版
と
同
じ
福
州
閩
県
の
開
元
寺
で
開
版
。
開
元
寺
の
歴
代
住
持
が
勧
進
僧
と
な
り
助
縁
を
募
っ
た
た
め
、
巻
末

に
施
財
刊
記
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
が
、
東
禅
寺
版
と
の
違
い
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

日
本
に
現
存
す
る
宋
版
一
切
経
の
福
州
版
は
東
禅
寺
版
と
開
元
寺
版
の
混
合
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

４
．
思
渓
版
（
円
覚
蔵
）
１
１
２
６
︱
１
１
３
２
年	
五
四
八
〇
帖
（
後
、
四
五
〇
帖
増
補
）

十
二
世
紀
に
王
永
従
一
族
の
菩
提
所
と
し
て
創
建
さ
れ
た
思
渓
円
覚
院
に
お
い
て
雕
造
さ
れ
た
。
一
族
に
よ
り
開
版
さ

れ
た
た
め
施
財
刊
記
が
な
く
、
版
心
が
紙
の
継
ぎ
目
の
た
め
見
え
な
い
の
が
思
渓
版
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
表
紙
は

黄
表
紙
に
墨
書
で
題
、
千
字
文
を
記
載
す
る
。

５
．
碩
砂
版　

１
２
１
６
︱
１
２
７
２
年	

	

六
三
六
二
帖
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十
三
世
紀
の
南
宋
・
蘇
州
の
碩
砂
延
聖
院
で
雕
造
さ
れ
た
。
し
か
し
、
途
中
延
聖
院
の
罹
災
な
ど
に
よ
り
中
断
し
つ
つ
、

十
四
世
紀
、
元
代
に
な
っ
て
追
雕
が
実
施
さ
れ
て
完
成
し
た
。
体
裁
は
折
本
装
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
が
、
表
紙

は
茶
・
赤
褐
色
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
通
り
、
中
国
宋
時
代
に
は
五
度
に
わ
た
り
一
切
経
の
開
版
事
業
が
あ
り
、
中
国
国
内
は
も
と
よ
り
周
辺
の
朝
鮮
・

日
本
な
ど
に
多
く
輸
入
さ
れ
、
独
自
に
雕
造
が
行
わ
れ
る
な
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
単
独
で
雕
造

さ
れ
た
別
種
版
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
。
体
裁
も
当
初
の
巻
子
装
か
ら
折
本
装
に
変
更
さ
れ
、
表
紙
の
色
・
形
式
も
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
一
切
経
と
言
っ
て
も
、
思
渓
版
の
約
五
九
〇
〇
巻
か
ら
蜀
版
の
約
六
六
〇
〇
巻
ま
で
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。

　　
　
　
　

二
︱
五　

日
本
に
お
け
る
宋
版
一
切
経
の
輸
入

　

日
本
に
始
め
て
宋
版
一
切
経
が
輸
入
さ
れ
た
の
は
、
平
安
時
代
末
期
の
鳥
羽
殿
経
蔵
の
福
州
版
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ

の
後
、
鎌
倉
時
代
に
は
多
数
の
宋
版
一
切
経
が
も
た
ら
さ
れ
、
畿
内
は
も
と
よ
り
東
北
、
関
東
か
ら
九
州
に
至
る
全
国
各

地
の
寺
社
に
納
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
総
数
は
、五
十
蔵
以
上
、確
実
な
も
の
に
絞
れ
ば
四
十
三
蔵
に
の
ぼ
っ
た（
７
）。

　

例
え
ば
、
京
都
・
栂
尾
高
山
寺
に
も
、
宋
版
一
切
経
が
施
入
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
建
長
年
間
書
写
と
さ
れ
る
『
高

山
寺
聖
教
目
録
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
（
一
オ
）
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高
山
寺
聖
教
目
録

　
　

一
切
経
二
部
之
内

　
　
　

一
部
唐
本　

納
西
経
蔵　
　
　
　

刑
部
入
道
渡
進　
　
　
　
　
（
傍
線
筆
者
）

　
　
　

一
部
納　
　

東
経
蔵　
　
　
　
　

宰
相
僧
都
眞
遍
之
進

　

右
の
傍
線
で
示
し
た
、「
唐
本
」
と
あ
る
の
が
、
宋
版
一
切
経
で
あ
り
福
州
版
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

東
経
蔵
の
一
切
経
は
宰
相
僧
都
眞
遍
寄
進
の
書
写
本
で
あ
っ
た
と
す
る
（
８
）。

　

さ
ら
に
、
近
時
、
愛
知
県
知
多
郡
の
岩
屋
寺
所
蔵
の
思
渓
版
一
切
経
が
、
少
な
く
と
も
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀

中
頃
ま
で
は
、
高
山
寺
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
高
山
寺
の
よ
う
な

そ
れ
ほ
ど
規
模
の
大
き
く
な
い
寺
院
に
も
、
あ
る
時
期
三
蔵
も
の
一
切
経
（
内
、
二
蔵
は
宋
版
）
が
あ
っ
た
こ
と
と
な
り
、

当
時
に
お
け
る
一
切
経
、
と
り
わ
け
最
新
の
宋
版
一
切
経
の
輸
入
が
隆
盛
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
９
）。

　
　
　
　

二
︱
六　

現
存
宋
版
一
切
経
と
本
資
料
と
の
関
係

　

今
回
紹
介
す
る
『
道
神
足
無
極
変
化
経
巻
第
四
』
は
、
刊
記
が
「
福
州
管
内
衆
縁
就
開
元
禅
寺
雕
造
毘
廬
大
蔵
経
」
に

始
ま
り
「
靖
康
元
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
開
元
寺
版
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
刻
工
名
も
先
行
研
究
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
名
称
と
ほ
ぼ
一
致
す
る　　

。

　

前
節
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
五
十
蔵
以
上
、
少
な
く
と
も
四
十
三
蔵
が
日
本
に
請
来
さ
れ
て
い
る
が
、
日

（
10
）
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本
に
現
存
す
る
宋
版
一
切
経
は
、
先
行
研
究
に
よ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る　
　
。　

１　

中
尊
寺
（
岩
手
）　
　
　

開
元
寺
版
（
東
禅
寺
版
・
思
渓
版
混
合
）　

約
二
一
〇
帖

２　

最
勝
王
寺
（
茨
城
）　
　

思
渓
版
（
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
混
合
・
天
海
版
三
四
〇
）　

五
五
三
五
帖

３　

喜
多
院
（
埼
玉
）　
　
　

思
渓
版
（
碩
砂
版
三
九
・
元
普
寧
寺
版
一
七
八
九
・
南
宋
補
写
三
三
・
江
戸
写
本
一
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

混
合
）　

四
六
八
六
帖

４　

増
上
寺
（
東
京
）　
　
　

思
渓
版　

五
三
五
六
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
も
と
菅
山
寺
（
滋
賀
）
に
あ
っ
た
が
、
慶
長
一
八
年
（
１
６
１
３
）
に
移
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
一
帖
の
み
菅
山
寺
に
思
渓
版
が
現
存
。

５　

称
名
寺
（
神
奈
川
）　
　

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
混
合　

三
二
三
六
帖

６　

岩
屋
寺
（
愛
知
）　
　
　

思
渓
版
（
和
版
一
一
〇
・
写
本
一
九
五
）　

五
四
六
三
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
も
と
高
山
寺
、
宝
徳
三
年
（
１
４
５
１
）
、
岩
屋
寺
に
移
さ
れ
る
。

７　

本
源
寺
（
愛
知
）　
　
　

東
禅
寺
版
一
八
六
一
・
開
元
寺
版
二
五
五
・
思
渓
版
五
四
・
和
版
等
混
合　

二
二
二
九
帖

８　

長
瀧
寺
（
岐
阜
）　
　
　

思
渓
版　

三
七
五
二
帖

９　

教
王
護
国
寺
（
京
都
）　

東
禅
寺
版
（
開
元
寺
版
五
五
七
・
和
版
七
・
写
本
一
八
帖
混
合
）　

六
〇
八
七
帖

10　

醍
醐
寺
（
京
都
）　
　
　

東
禅
寺
版
（
大
般
若
経
六
五
五
帖
は
開
元
寺
版
混
合
）　

六
〇
九
六
帖

11　

知
恩
院
（
京
都
）　
　
　

開
元
寺
版
（
東
禅
寺
版
九
七
八
・
江
戸
写
本
五
一
帖
混
合
）　

五
九
六
九
帖

12　

南
禅
寺
（
京
都
）　
　
　

宋
版
（
東
禅
寺
・
開
元
寺
）
・
元
普
寧
寺
版
・
高
麗
版
・
和
版
混
合
）　

五
八
二
二
帖

（
11
）
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1３　

興
福
寺
（
奈
良
）　
　
　

思
渓
版
・
碩
砂
版
・
祥
符
寺
版
混
合　

四
三
五
四
帖

1４　

唐
招
提
寺
（
奈
良
）　
　

思
渓
版
四
三
〇
・
碩
砂
版
一
〇
二
・
南
宋
単
刻
八
三
・
和
版
二
〇
混
合　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
四
九
四
帖
（
和
版
五
部
大
乗
経
二
六
九
帖
含
む
）

15　

長
谷
寺
（
奈
良
）　
　
　

思
渓
版
二
二
二
二
・
写
経
四
五
七
・
和
版
八
七　
　

二
七
六
六
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
も
と
久
米
田
寺
、
の
ち
明
応
六
年
（
１
４
９
７
）
に
長
谷
寺
に
移
さ
れ
る
。

16　

西
大
寺
（
奈
良
）　
　
　

思
渓
版
五
九
八
・
碩
砂
版
五
九
六
・
南
宋
単
刻
二
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
元
版
一
切
経
も
現
存
し
、
東
禅
寺
版
一
三
帖
・
思
渓
版
九
八
帖
・
碩
砂
版
一
帖
が
混
合

1７　

金
剛
峯
寺
（
和
歌
山
）　

東
禅
寺
版
（
思
渓
版
四
四
三
・
和
版
二
〇
・
日
本
補
写
一
帖
）　

三
七
五
〇
帖

18　

宮
内
庁
書
陵
部
（
東
京
）
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
混
合
・
補
写　
　

六
二
六
四
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
も
と
法
華
山
寺
、
の
ち
石
清
水
八
幡
宮

　

右
に
あ
げ
た
一
覧
が
、ま
と
ま
っ
た
分
量
と
し
て
日
本
に
現
存
す
る
宋
版
一
切
経
で
あ
る
。そ
の
中
で
、本
学
所
蔵
の『
道

神
足
無
極
変
化
経
』
と
同
じ
開
元
寺
版
が
含
ま
れ
て
い
る
一
切
経
は
、
順
に
２
、５
、７
、
10
、
11
、
12
、
18
（
醍
醐
寺
蔵

本
は
除
く
）
で
あ
っ
て
、
全
体
か
ら
見
る
と
現
存
す
る
寺
院
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
ま
た
、
も
と
も
と
四
十
三
蔵
以

上
請
来
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
、
罹
災
や
戦
乱
、
自
然
災
害
等
を
経
て
、
結
果
的
に
十
八
に
減
じ
て

い
る
の
で
、
現
状
で
は
本
学
『
北
駕
文
庫
』
所
蔵
の
資
料
の
伝
来
に
つ
い
て
確
実
な
手
掛
か
り
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ

れ
以
外
の
宋
版
一
切
経
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
由
来
す
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
そ
も
そ
も
日
本
国
内
に
限
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア

に
宋
版
一
切
経
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
本
資
料
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、『
北
駕
文
庫
』
内
の
蔵
書
収
集
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過
程
の
更
な
る
調
査
と
国
内
外
に
お
け
る
宋
版
一
切
経
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
、
繁
閑
整
わ
ず
未
解
明
の
部
分
も
多
い
。
本
稿
の
主
眼
は
本
学
『
北
駕
文
庫
』
所
蔵
の
資
料
紹
介
で
あ
り
、
本
資

料
の
来
歴
に
関
す
る
事
項
な
ど
は
、
こ
れ
以
上
の
検
討
材
料
に
乏
し
い
た
め
他
日
を
期
し
た
い
。

［
注
］

１
．
徳
永
良
次
「
北
駕
文
庫
蔵
書
目
録
稿
　
︱
「
宗
教
書
之
部
」
の
古
写
本
・
古
刊
本
（
一
）
︱
」（「
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
」
第
４
号
、

１
９
９
５
年
）

２
．
北
駕
文
庫
『
行
啓
／
紀
念
北
駕
文
庫
蔵
書
畧
目
録
（
第
一
巻
）』
見
開
き
、
浅
羽
靖
の
設
立
趣
意
に
よ
る
。

　
　
ま
た
、『
北
駕
文
庫
』
を
知
る
に
は
、
以
下
の
文
献
も
有
用
で
あ
り
、
本
稿
で
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
和
泉
田
正
宏
「
北
駕
文
庫
研
究
序
説
（
上
）」（「
北
の
文
庫
」
第
26
号
、
北
の
文
庫
の
会
、
平
成
十
年
）

　
　
中
嶋
健
一
『
北
海
学
園
の
父
　
浅
羽
靖
』（
非
売
品
、
学
校
法
人
北
海
学
園
、
昭
和
四
十
四
年
）

３
．
総
本
山
醍
醐
寺
『
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
目
録
』（
総
本
山
醍
醐
寺
、
汲
古
書
院
、
２
０
１
５
）

４
．
大
塚
紀
弘
「
宋
版
一
切
経
の
輸
入
と
受
容
」（「
鎌
倉
遺
文
研
究
第
25
号
」、
吉
川
弘
文
館
、
２
０
１
０
年
）

５
．
沼
本
克
明
「
高
山
寺
の
一
切
経
と
請
来
版
経
」（「
平
成
二
十
一
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
」、
平
成
22
年
）

６
．（
財
）元
興
寺
文
化
財
研
究
所
編
『
豊
山
長
谷
寺
拾
遺
　
第
四
輯
之
一
　
宋
版
一
切
経
』（
総
本
山
長
谷
寺
文
化
財
等
保
存
調
査
委
員
会
、

２
０
１
１
年
）
を
元
に
適
宜
、
山
本
信
吉
『
古
典
籍
が
語
る
　
︱
書
物
の
文
化
史
︱
』（
八
木
書
店
、
２
０
０
４
年
）、
注
４
の
大
塚
紀

弘
２
０
１
０
な
ど
を
参
考
に
改
変
し
た
。

７
．
注
４
、
４９
頁

８
．
注
５
沼
本
論
文
。
1７
頁
。
な
お
、『
高
山
寺
聖
教
目
録
』
が
建
長
年
間
書
写
と
さ
れ
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、包
紙
の
記
述
に
よ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
書
か
れ
た
時
期
や
人
物
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
従
っ
て
、
正
確
な
書
写
年
代
は
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現
状
で
は
鎌
倉
時
代
中
期
頃
と
す
る
の
が
妥
当
だ
と
思
う
。

　
　
ま
た
、
次
の
論
文
も
高
山
寺
と
宋
版
一
切
経
と
の
関
係
を
知
る
上
で
大
い
に
有
益
で
あ
る
。

　
　
大
塚
紀
弘
「
高
山
寺
の
明
恵
集
団
と
宋
人
」（「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
第
20
号
」、
２
０
１
０
年
）

９
．
上
杉
智
英
「
岩
屋
寺
蔵
思
渓
版
大
蔵
経
の
来
歴
」（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
6７
巻
第
２
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
２
０
１
８
年
）

10
．
野
沢
佳
美
「
宋
版
大
蔵
経
と
刻
工
　
︱
附
・
宋
版
三
大
蔵
経
刻
工
一
覧
（
稿
）
︱
」（「
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
」
１
１
０
号
、平
成
11
年
）

　
　
た
だ
し
、
野
沢
論
文
で
は
「
陳
得
」
と
あ
る
が
、
本
資
料
で
は
「
陳
徳
」
と
し
、「
林
遠
」
が
な
い
な
ど
、
わ
ず
か
な
が
ら
刻
工
名
に

差
異
が
見
ら
れ
る
。

11
．
注
６
に
同
じ
。
な
お
、
数
帖
の
み
の
現
存
や
単
刻
の
宋
版
を
有
す
る
寺
院
等
は
除
外
し
た
。

　
　

三　

影
印

　
　
　
　

凡
例

１　

撮
影
は
短
時
間
・
単
独
の
限
ら
れ
た
条
件
で
行
な
い
、
資
料
保
存
を
最
優
先
と
し
た
た
め
折
本
装
の
折
の
ゆ
が
み
な

　
　

ど
が
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

２　

一
画
像
あ
た
り
、
三
面
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
の
連
続
す
る
部
分
を
１
行
程
度
残
し
て
あ
る
。

３　

紙
の
継
目
部
分
の
欄
外
に
「
第
１
紙
」
な
ど
と
示
す
。

４　

末
尾
に
、
現
在
の
所
蔵
印
と
裏
書
も
掲
載
す
る
。

（
と
く
な
が
　
よ
し
つ
ぐ
・
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
）
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帙
内
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・
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紙
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